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第 ３ ９ ２ 回 役 員 会 議 事 要 録  

 

１．日  時  平成２８年４月２８日（木） 自１２時００分 至１３時００分 

 

２．場  所  学長室 

 

３．出席者  中井学長、中田理事（副学長）、三浦理事（副学長）、 

       小沢理事（副学長）、若井理事・事務局長 

【オブザーバー出席】真田副学長、初澤うつくしまふくしま未来支援 

センター長、丹波准教授、天野特任准教授 

 

４．審議事項 

（１）福島大学熊本地震対策チームについて                      資料１ 

 

【審議事項】 

（１）福島大学熊本地震対策チームについて  

中井学長より標記について提案があり、初澤センター長、丹波准教授、天野特任教

授の被災地調査報告を受け、先方の窓口が定まってきたこと、福島大学の震災時の経

験を踏まえた支援の要請があることが把握できたことから、熊本地震対策チームを結

成することについて提案があった。 

次に、丹波准教授より、資料に基づき、４月２２日から２４日までの期間、被災地

を視察したことの報告があった。 

その後、総務課長より、資料に基づき、熊本地震発生後から現在までの大学の対応

について説明があった。 

  続いて、総務課長より、資料に基づき、熊本地震対策チーム設置にかかる趣旨・業

務・構成員について説明があり、趣旨については本学の対応を検討するのみならず

「実施」を含めていることに特徴があること、業務については３項目を掲げているこ

と、構成員については、チーム員に「その他関係する教職員」を含めることで広く教

職員が関われる記載としていること等の説明があった。また、想定業務として、報道

及び現地職員からの災害情報の把握・分析、教職員支援活動のマネジメント（現地大

学における中長期的な学生支援に関するアドバイス）、本学学生が支援活動に参加す

る場合の本学の修学上の配慮等の例が示された。さらに、業務フロー（案）に基づき、

うつくしまふくしま未来支援センターをチームの活動の中心的役割として位置付けた

いとの説明があった。 

  審議の結果、うつくしまふくしま未来支援センターに、支援内容についての一定の判

断権限があること、チームとしての活動内容を日誌につけることが望ましいこと、現

地での活動の際には、スタッフとわかるジャンパーか腕章を身に着けること、個人で

の活動を事後的にチームの活動として報告するのではなく、事前にチームとして活動

することをなんらかの形で把握すること等を確認し、原案のとおり承認された。 


